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平成２５年度第２回阿波市教育委員会定例会会議録 

 

１ 日 時  平成２５年５月３０日（木） 

   開会 午後２時００分 

   閉会 午後２時５０分 

 

２ 場 所  吉野支所 ２階会議室 

   

３ 出席委員 

        委 員 長   大 塚   清 

        委員長職務代理者   安 田 佳 子 

        委      員   大 村 勝 子 

        委 員   重 清 由 充 

        委 員   大戸井 美 生 

        委員（教育長）   板 野   正 

 

４ 会議出席者 

        教 育 次 長   新 居 正 和 

        教 育 次 長   藤 本 功 男 

        教 育 総 務 課 長   三 浦 康 雄 

        学 校 教 育 課 長   大 倉 敏 美 

（書記）教育総務課長補佐    上 田 美智代 

 

５ 付議事項 

（１）  前回会議録の承認について 

（２）  教育長の報告について 

（３）  平成２５年度教育委員会一般会計予算補正第２号について 

（４）  準要保護の認定について 

（５）  その他について 
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会議の大要は、次のとおり。 

【大塚委員長】定例会を開会する旨を告げる。 

 

 

（１）前回会議録の承認について 

【大塚委員長】事務局に説明を求める。 

【新居教育次長】平成２５年度第１回定例会の会議録について説明する。 

   〈質 疑〉 

     なし 

【大塚委員長】「前回会議録の承認について」を承認する旨を告げる。 

 

 

（２）教育長の報告について 

【大塚委員長】教育長に報告を求める。 

【板野教育長】４月２６日から５月３１日までの、主だった教育委員会行事と予定について報告。 

   〈質 疑〉 

【大村委員】チャレンジデーでは、幼稚園、小学校、中学校も参加報告をしているのだろ

うか。 

【板野教育長】保育所、幼稚園、小学校、中学校、高等学校とすべて報告していただいて

いる。 

【大塚委員長】阿波市は、昼間の人口のほうが減っているのではないだろうか。 

【板野教育長】そう思われる。チャレンジデーは、昼間に参加した人を全部カウントする

ので、大きな企業等がある市等は、参加率が上がる。 

【大村委員】私も、農協の回収ボックスへ用紙を持っていった。 

【板野教育長】電話でも報告を受け付けている。昼から夜まで、ずっと電話はかかってき

ていた。 

【安田職務代理】スーパーマーケットとか、人がたくさん来るところでしていた、参加呼

びかけもいいと思う。 

【大塚委員長】参加率は、徐々に上がってきているのだろうか。 

【板野教育長】昨年度よりは上がって、５０％を超え、金メダルを獲得した。金は今回で

３回目、銀は３回、銅は１回の成績である。 

【大塚委員長】５月２７日の阿波警察署と小中学校との連絡会は、合併してから初めて会

をもったということか。 

【板野教育長】合併してからは、「学校と警察」というかたちでの会はなかった。育成セ

ンターによる生徒指導連絡協議会など、警察署が参加してくれている会は、ほかにもあ



2 

 

る。 

【安田職務代理】学校側は、誰が出席するのか。警察側からは、各課長が出たのだろうか。 

【板野教育長】学校からは、生徒指導の担当者が出席した。警察署からは、生活安全課長

と指導員の方が出席した。必要であれば、関係する課からも出てくれる。 

【大塚委員長】「教育長の報告について」を了承する旨を告げる。 

 

 

（３）平成２５年度教育委員会一般会計予算補正第２号について 

【大塚委員長】事務局に説明を求める。 

【新居教育次長】平成２５年度教育委員会一般会計予算補正第２号について、歳入予算、歳出予算

を説明。 

   〈質 疑〉 

【安田職務代理】道徳教育実践研究事業だが、これも発表があるのか。 

【藤本教育次長】大会ではなく、研修を含めた授業として、この事業を行う。ただ、土

成中学校は、来年度、四国大会を開催することになっている。 

【大塚委員長】「平成２５年度教育委員会一般会計予算補正第２号について」を了承する旨を告げ

る。 

 

 

（４）準要保護の認定について 

【大塚委員長】事務局に説明を求める。 

【大倉学校教育課長】平成２５年５月１日現在の認定状況について、学校別準・要保護児童生徒数

を基に説明。 

〈質 疑〉 

【大塚委員長】大阪市で母子が亡くなったニュースの中で、住所地ではなく、居住地で

生活保護を申請するという話が出ていた。 

【大倉学校教育課長】その件に関しては、何か特例があるのかもしれない。阿波市の就

学援助については、住所地で申請してもらっている。 

【大村委員】あの事件は都会の盲点だと感じた。今の世の中で、食べる物がなく亡くな

るなんてと思ったが、都会は隣との付き合いが希薄ということだろう。 

【大塚委員長】介入し過ぎるのも困るが、ノータッチというのも考えものだ。食べられ

ないで亡くなるとは、聞くだけでも辛い、悲しい話だ。 

【大塚委員長】「準要保護の認定について」を了承する旨を告げる。 
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（５）その他について 

【大塚委員長】委員、事務局に何かあるか尋ねる。 

【三浦教育総務課長】次回の定例会の日程等について、提案及び説明をする。 

 

 

【大塚委員長】本日の議事が全て終了したので、閉会する旨を告げる。 

            

 

閉     会 
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上記のとおり相違ないことを証明します。 

 

 

平成２５年５月３０日 

        

 

  委 員 長 

 

 

委員長職務代理者 

 

 

委       員 

 

 

委       員 

 

 

委       員 

 

 

教   育   長 

 

 

教育総務課課長補佐 


